
日本認知科学会第 31 回大会のご案内（第 2 号通信）	
 

日本認知科学会第 31 回大会に 156 件と多数の発表申込をいただきました。誠にありがとう

ございます。ご投稿いただいた論文は，現在査読中であり，6 月中旬には結果をお返しで

きることと思います。	
 

	
 

本大会では口頭発表，ポスター発表（今回は，フラッシュポスターという新しい試みも加

わります），ワークショップのほか，フェロー授与式，特別講演と多彩なプログラムを編成

しています。どうか多数のご参会をお願いいたします。なお，今後，大会に関わる情報は，

適宜大会 web ページでアナウンスしてゆきますので，ご参照下さい。	
 

	
 

日程：2013 年 9 月 18 日（木）～20 日（土）	
 

場所：名古屋大学 IB 電子情報館	
 （名古屋市千種区不老町）	
 	
 

大会 web ページ	
 	
 

http://www.jcss.gr.jp/meetings/JCSS2014/	
 

大会委員長	
 	
 	
 	
 	
 齋藤洋典（名古屋大学）	
 	
 

実行委員長	
 	
 	
 	
 	
 三輪和久（名古屋大学）	
 	
 

プログラム委員長	
 	
 川合伸幸（名古屋大学）	
 	
 

	
 

1.	
 プログラム	
 

現段階で決まっている主なプログラムをお知らせします。	
 

	
 

1.1.	
 特別講演	
 （9月 19 日）	
 

特別講演	
 渡辺歌子氏（講演・歌唱）	
 

	
 

「意味の生まれる気配を歌う」	
 

表現力に「意味の生まれる気配」が宿り、時に、私たちはそれを「感じる」ことがありま

す。本招待講演では、渡辺歌子さんに歌唱による表現力が、「感情と認知の統合」を促すこ

とについて、実演を試みていただきます。企画の趣旨は、歌によって心が動く仕組みにつ

いて講演者が語るのではなく、その心の動きのかすかな気配を講演に参加される皆さんに

感じていただくことにあります。コンサートホールではなく、講義室で渡辺歌子さんの表

現力が皆さんに語りかける時に、どのような意味が生まれるのかを心ゆくまでご堪能くだ

さい。	
 

	
 

プロフィール	
 



1968 年、シャンソンコンクールに入賞し、銀巴里オーディションへの合格を経て、プロ歌

手としてデビュー。ニューヨーク在住（73 年—78 年）による活動の中断後、歌手活動を再

開し、TV、新聞、ラジオ等のメディアに出演。  89 年、ロシアの世界的詩人でシンガー・

ソングライターのブラート・オクジャワと出会い、ヤクルトホールにてジョイントコンサ

ートを開催。以後、彼の作品をレパートリーに取り入れ、91 年には、「オクジャワチャリ

ティコンサート」を開催し、2001 年には、オクジャワの国際フェスティバル（モスクワ）

に、唯一の日本人アーティストとして招かれる。また、ポーランドの国民的歌手エバディ・

マルチックとの交流をはじめ、グローバルな活動により、シャンソン復興の旗手として期

待されている。東京 FM ホール、草月ホール、パルコ劇場、サントリーホール、新国立劇場

などでソロ・リサイタルを開催。『遠い道』『小雨降る径』『さらば光・風・バラよ』『グル

ジアの歌』などの CD 作品を発表。2003 年、スタジオブラートを開設。発声のための呼吸

法（アーテム・トーヌス・トン）を学び、2007 年にはドイツの身体・精神療法士マリア・

ヘラー女史からライセンスを取得。ロシアの演技論法であるスタニスラフスキーシステム

を歌に取り入れる等、常に高い表現力を追求（Utako	
 Watanabe	
 official	
 website	
 参照）。	
 

	
 

1.2.	
 日本認知科学会フェロー授与式（9月 19 日）	
 

授与者：大津由紀雄氏・山梨正明氏	
 

概要：日本認知科学会では 2011	
 年に，日本の認知科学の発展に多大なる功績のあった者

を顕彰するため，「日本認知科学会フェロー」制度を制定しました。フェロー称号の授与に

よりこれまでの貢献に対して尊敬と感謝の意を示すことを目的としています。2014 年度大

会では，2014 年度に本称号を授与される 2名のフェローに対する授与式を行います。授与

式後に，両氏をお迎えしての座談会を検討中です。	
 

	
 

1.3.	
 ワークショップ（9月	
 18 日，および 20 日）	
 

以下の 8件のワークショップが採択されました。	
 

9 月 18 日実施	
 

外国語副作用	
 —	
 外国語がもたらす思考力の低下	
 —	
 ＜企画：高野陽太郎＞	
 

学習を再定義する：協働的な学びをどう捉えるか（仮）＜企画：青山柾彦・香川秀太＞	
 

超々高齢社会における認知研究の新しい切り口を考える：２９年後の日本認知科学会に向

けて	
 ＜企画：小橋康章＞	
 

概念変化と発達段階	
 ＜企画：白水	
 始・益川弘如＞	
 

9 月 20 日実施	
 

アイロニー研究の新展開	
 ＜企画：内海	
 彰・松井智子・中村太戯留＞	
 

身体・運動と認知	
 ＜企画：嶋田総太郎・永井聖剛＞	
 

オノマトペと音象徴 2	
 ＜企画：平田佐智子＞	
 



学習研究のこれまで，今，これから	
 ＜企画：三宅芳雄＞	
 

	
 

1.4.	
 プログラム概要	
 

	
 

別紙	
 

	
 

	
 

2.参加申し込み・参加費用	
 

	
 

オンラインにて事前に参加申し込みいただけます。	
 

大会参加申し込み費用は以下の通りです。早めにお支払いいただけると幸いです。	
 

http://www.jcss.gr.jp/meetings/JCSS2014/participation.html	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

振り込みは，下記銀行口座にお願いします。	
 

三菱東京UFJ銀行本山支店（店番670）	
 

口座番号	
 0077207	
 

口座名称	
 日本認知科学会第３１回大会（ニホンニンチカガクカイダイサンジユウイツカ

イタイカイ）	
 

	
 

なお，大学・企業等に属する方が公費で支払い手続きをされる場合，会員名がわからずに

困ることがあります。どなたの分の参加費かを特定するのに手間がかかりますので，所属

組織経由で振込をされる場合は，次の情報を≪大会参加申し込み時に≫実行委員会	
 

jcss2014@css.gr.jp	
 宛にご連絡ください。	
 

・いつ，	
 どの銀行から，誰の名義で振り込んだか（当該組織の会計担当者・職名になる

ことがあります）	
 	
 

複数名の参加費をまとめて振り込む場合も同様に，明細をお知らせください。領収書は，

大会当日の配布資料とともに受付でお渡しします。	
 	
 

	
 

なお，大会関係のお問い合わせは，以下までお願いします。	
 

大会運営一般に関して:	
 jcss2014@jcss.gr.jp	
 

大会参加費(円)	
 
会	
 員	
 非会員	
 

一般	
 学生	
 一般	
 学生	
 

早期登録	
 	
 

（7月12日まで）	
 

6,000	
 	
 3,000	
 9,000	
 6,000	
 

通常登録	
 	
 

（7月13日以降）	
 

7,000	
 	
 4,000	
 10,000	
 7,000	
 



大会発表，査読，プログラム一般に関して:	
 jcss2014-pc@jcss.gr.jp	
 

	
 


